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2026年３月期 決算説明会 質疑応答集 

 

2026 年５月 14 日に公表した 2026 年３月期通期決算（2025 年４月 1 日～2026年３月 31 日）に関し、当社

で想定しておりました質問および株主・投資家の皆さまより頂戴したお問い合わせと感想につきまして、その

内容と回答を以下の通りお知らせいたします。本開示は市場参加者の理解を深めることを目的として実施する

ものです。ご理解いただきやすいよう、一部内容の加筆・修正を行っております。 

 

 

Q：手数料支払いが変更になったとのことですが、具体的にどのように変更になったのか。また、アフターフ

ォローがより重要になるかと考えるが、解約が起きないようにどのような取り組みを行っているのか。 

 

A：まず、初年度手数料につきまして抑制されます。そして継続手数料が発生する形になりました。これによ

り短期的な収益は後ろ倒しになりますが、総受取手数料は増額となります。ストック収益が上がることで中長

期的に事業の安定化につながると考えております。 

また、解約防止に対する取り組みですが、弊社の場合、定期的な発行物がありそういったフォローをしたり、

未納の場合のフォローも当然行っております。元々弊社はライフプランニングを通じて非常にお客様と深く関

わっておりますので、常にコンタクトを取るような形になっております。 

その結果、平準払いにおいては 2 年継続率は 97.2%、一時払いにおいては 99.1%と非常に高い水準となってお

りますので、そういった形で安定化につなげられるのではないかと考えております。 
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Q：昨年より開発していた AI エージェントのプロダクトは今どのような状況か 

 

A：前期にβ版を社内ローンチし、多くの改修要件を集約した後に追加開発を進めていました。現在はほぼ開

発が完了し、6 月から 7 月頃にかけて実際の営業現場で利用を開始いたします。 

今回先行開発した AI プロダクトは顧客のナーチャリング、具体的には「面談前にライフプランニングの実施

に対する前向きさ」を引き出すことによる面談工数削減を目的としており、その達成度合いを今後図りながら

改修を重ねていく予定です。 

 
 

Q：今期の AI 関連への投資額はどの程度か 

 

A：今期は AI プロダクトのパフォーマンスが最大化されるような駆動の土台となるデータ基盤の構築に努める

ほか、業務効率化を進める上で生成 AI のライセンス利用拡大を企図しています。それらを合わせた投資額は

1 億から 2 億円程度を見込んでおります。 

 

 

Q：AI×データ基盤の説明のところで出てきたマルチエージェントは非常に夢のあるモデルだと思うが、実現

可能性はどの程度か 

 

A：AI エージェント構築に対する技術的なハードルは近年大きく低下しており、マルチエージェントの構築自

体の実現可能性は相当高いものと見ています。 

ただし、今回チャレンジしているのは FP によるコンサルティングシーンそのものを支援するものであり、金

融という領域の特性から「どこまでを AI が支援し、人の役割をどこで残すか」の設計が非常に重要になるも

のと考えています。この分界点を慎重に見極めながら開発を進めてまいります。 
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Q：今回新たな中期経営計画？が出ているようだが、大幅な成長ではなく利益率にこだわった内容と見受けら

れた。オーガニック成長を重視しているように思うが、M&A などは行わないのか 

 

A：M&A を行わないというわけではなく、マイナー出資なども含めて、主力のオンライン営業とのシナジーが見

込めるものについては十分にあり得る選択肢であると考えています。 

 


